
ＣＳＲの追求において、役職員一人ひとりが「いきいきと働くことができる職場環境づくり」は大切な取り組みです。
多様な人財が、それぞれの個性と能力を発揮し、誇りと意欲を持って仕事に取り組める職場づくりを進めています。

　「人事評価」では目標達成に向けたプロセスや個人の努
力、部下育成に向けた取り組みを積極的に評価し、公平・透
明・納得を基本とする制度を採用しています。また、本人の
士気高揚を図るために結果をフィードバックする一方、部下が
納得できなければ「異議申し立て」をすることも可能です。
　加えて、「気づき」の貴重な機会として、部下が上司を評価
する「多面評価」も実施。上司と部下がともに成長できる、明
るい職場づくりに努めています。

公正な人事制度
　人材育成・能力開発については、「ＯJＴ」を基本としていま
すが、業務スキルやマネジメント能力などの向上を目的とした
集合研修、自己啓発、はなしあいなどを通じて、個々人の能
力を最大限に発揮できるよう職場環境を整えています。
　平成22年度の人材育成方針は「地域社会との共存共栄に
向けた自己研鑽への入魂～高い倫理観と高度な専門知
識、豊かな人間性を兼ね備え、お客さま・地域社会に貢献
できる行員の育成～」とし、全役職員が自己研鑽し、持てる力
を発揮できるよう、積極的かつ心の通った育成・指導をめざし
ています。

一人ひとりの能力を
最大限に活かす「人材育成方針」

ＣＳＲの追求において 役職員一人ひとりが「いきいきと働くことができる職場環境づくり」は大切な取り組みです

一人ひとりが力を発揮できる職場づくり
しがぎんの従業員に関するデータ
（嘱託・パートタイマー除く）

OJT=O n  t h e  J o b  T r a i n i n g
職場内での上司・先輩が、部下に日常の業務を通じて、必要な知識・
技能・仕事への取り組みなどを教育すること。
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　セクシュアルハラスメントや同和問題など、現存するさま
ざまな人権問題に対する理解を深め、全役職員が差別意
識に気づき、人権感覚を磨くことを目的に、人権研修を年２
回実施しています。
　また、すべての役職員にとって働きやすい秩序ある就業
環境づくりの観点より、セクハラ相談窓口「セクハラホット
ライン」を設置。その他にも啓発ポスターを掲示するなどの
対策を講じています。

人権問題への取り組み
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積極的な女性の登用
　現在、当行の女性管理職は147名、管理職に占める女性
の比率は14％を超えます。また、今まで男性行員が中心で
あった外交役席ならびに融資役席への女性登用も積極的に
行っています。

「パートタイマーから嘱託」、「嘱託から行員」への登用
　働く意欲のある非正規社員（パートタイマー、嘱託）を対
象に、キャリアアップと活躍の機会を提供することを目的とし
て積極的な登用を行っています。

中途退職者の再雇用制度
　中途退職者を対象とした「再雇用制度」の門戸を広げる
ため、従来の要件を平成21年4月に「勤続3年以上、退職後
10年以内」へ緩和し、希望者は選考の上、退職時の職位、
職級で雇用しています。

高齢者の再雇用制度
　定年退職者のうち就労可能な健康状態であれば、希望
者全員を厚生年金（定額部分）の受給資格を取得するまで
再雇用しています（最長満65歳）。

キャリア採用
　営業力強化と組織活性化を目的に、銀行、証券、生命・損
害保険などの金融機関を中心にスキルを持つ人材の採用を
行っています。

「キャリア」と「スキル」を発揮できる制度

女性リーダー養成講座の新設
　女性管理職としての役割、リーダーシップのあり方などにつ
いて学び、同じように管理職として頑張っている女性同士の
人的ネットワークの構築を支援する、「女性リーダー・エン
カレッジ講座」を新設しました。
　同講座への参加により、これまでのキャリアを振り返り、参
加者自身が活力を高め、組織の運営や部下育成に役立てる
とともに、後進の女性たちのロールモデル（目標・憧れ）として
輝いていくことを期待しています。

メンタルヘルスへの取り組み
　役職員が心身ともに健康な社会生活が送れるよう、職場
のメンタルヘルスケアに取り組んでいます。
　管理職を対象に、産業医による「メンタルヘルス」をテーマ
とした研修を実施。定期健康診断時には、行内に設置してい
る健康管理室の看護師が役職員一人ひとりと面談し、精神
面のフォローを行うとともに、必要に応じて外部の専門家と連
携を図っています。

　結婚、出産、子育てを経験し、仕事と家庭の両立は辛い時期
もありましたが、上司や同僚、家族の理解・協力のおかげで今
日まで頑張ってこられました。今までたくさんのお客さまとの出会
いがあり、お客さまが喜んでくださることが、私の仕事のやりがい
でした。
　支店長代理となり、一緒に働くメンバーがお客さまのためにと
一生懸命イキイキと仕事に取り組んでくれることを嬉しく思って
います。そのような環境を与えてくれる当行で働けることを誇り
に感じ、今後も精一杯頑張っていきたいと思います。

石山支店　木村 八重子
女性管理職の声

NEW

グループワークで意見交換をする参加者

女性管理職者数の推移
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　女性が活躍できる機会を積極的に創出し、女性の声を
経営に反映させることを目的として、「女性活躍推進委員
会」を平成18年に発足。以来、女性の積極的な登用や職
務開発、制度の充実や休職者へのフォローをはじめ、各方
面での環境整備を進めています。

女性が一層活躍できる
職場をめざして

　平成21年12月、女性自身がキャリアやモチベーションに
ついて考えるセミナーを開催し、119名が参加（うち男性8
名）。参加者からは、「自分らしさを大切にしたキャリアにつ
いて、改めて考えるきっかけになった」、「自分自身を見直す
ことができ、今後のキャリアについて真剣に考えるように
なった」など、大変好評でした。
　また、「組織に活力を与える人間力リーダー」をテーマ
に、管理職層を対象とするセミナーも開催。女性の働き方
に対する理解促進を図りました。

女性の
キャリア形成支援セミナーの開催

　「次世代育成支援対策推進法」に則った行動計画を策
定し、育児休業制度の充実や、仕事と家庭生活の両立支
援に取り組み、子育て支援に積
極的に取り組んでいる企業とし
て、滋賀労働局長の認定を受け
ています。

ワークライフバランスの促進

　育児・介護休業法が改正されたことに伴い、育児・介護
に関連する制度を改正しました。男性、女性を問わず取得
可能とし、役職員のワーク・ライフ・バランス（仕事と家庭生
活の両立）を促進します。

育児・介護支援制度の充実

　育児休業は最長で子どもが3歳まで取得でき、復帰に際
してのブランクに不安を抱える人が少なくありません。この
ような不安を軽減するため、平成20年より、「育児休業復帰
前面談」を開始。職場復帰の1ヵ月前に人事部の担当者と
面談し、子どもの育児（実家に預ける、保育園に入園する
等）、通勤方法、今後のキャリアの希望などを話し合い、職
場へのスムーズな復帰とともに、子育てと仕事が両立でき
るよう支援しています。

休職者への復帰に向けた
バックアップ

短時間
勤務

育児休業
期間

介護休暇

子どもが小学校就学の始期に達するまで、
6時間勤務が可能。各人のライフスタイル
に合わせ、勤務パターンを選択できる

子どもが3歳に達した月の月末まで取得できる

常時介護を必要とする対象家族の人数に
関わらず10日間取得できる

　小委員会では「全職員が働きやすい職場」をめざして、制度
面の整備と意識改革、キャリア形成の3つのテーマに分けて討
議し、さまざまな企画・運営を行っています。
　特に、ライフイベントにより価値観や職業観が変化する女性に
対し、意欲を持って働き続けられる環境を整えていくことが当行
の発展につながると信じ、今後も取り組んでいきたいと思います。

審査部　吉持 美智子

女性活躍推進委員会
メンバーの声

キャリア形成支援セミナー

女性活躍推進委員会（小委員会）

次世代認定マーク
（愛称「くるみん」）
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仕事と家庭の両立を考えた
制度の充実

　学校の行事や通院、地域行事の参加などに
あわせて短時間の休暇が取得可能な「半日年
次有給休暇制度」や、配偶者の出産時の付き添
いなど出産予定日前後の1ヵ月の間に取得でき
る「配偶者出産特別休暇制度」の積極的な利用
を促進しています。
　平成21年度は、「半日年次有給休暇制度」は
のべ624名、「配偶者出産特別休暇制度」は16
名が取得しました。

　育児休業中の行員を対象に、育児休業者向け懇談会
「育休mamaセミナー」を平成21年6月から3ヵ月に一度開
催しています。
　本セミナーでは、当行の施策や銀行の業務に関する情報
を提供するなど、復職前の行員のサポートを行うとともに、育
児休業取得中の行員同士の情報交換の場として活用。参
加する行員からは、「復職前の不安が軽減できた」、「身近
に働きながら育児をする仲間が増えた」と好評です。
　平成21年度は本セミナーを4回開催し、のべ81名が参
加しました。

育休mamaセミナーの定期的な開催

　「配偶者出産特別休暇」を取得し、第二子の出産の立ち会いに利用しまし
た。初めて分娩室に入ったのですが、感動と興奮で殆ど記憶がありません。父
親としての自覚と、家族愛を今までよりさらに感じるようになりました。
　この思いを活かし、自分の周りの人 を々いたわり、思いやりのある行員になれ
るよう、努力していきます。

八幡支店　上坂 武志

「配偶者出産特別休暇」
  取得者の声

　育児休業を第一子、第二子とも、出産後にそれぞれ約1年取得しました。
　取得中には「育休mamaセミナー」に参加し、銀行業務の変化、当行の施策等の情報入手や、育休
mamaとの情報交換の場も得られ、復帰に際してのブランクの不安を軽減することができ、お蔭様でスムー
ズに職場復帰をすることができました。
　周りの方々のサポートに感謝するとともに、仕事と育児の両立に努めていきたいと思います。

大宝支店　大山 公子
育児休業取得者の声

育休mamaセミナーの様子


